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生駒市医療介護連携ネットワーク協議会 

令和７年度 第３回在宅医療介護推進部会 会議録 

開 催 日 時 令和８年３月６日（金） 午後２時００分～午後３時３０分 

開 催 場 所 生駒メディカルセンター３階研修室 

出 席 者 

（ 部 会 員 ） 

萩原部会員（部会長）、井上部会員（副部会長）、宅見部会員、上野部会員、桐木部会員、山

口部会員、倉本部会員、堀井部会員、池田部会員、久本部会員、池田部会員、北村部会

員、吹留部会員、日高部会員、山中部会員 

出 席 者 

（ 関 係 者 ） 
株式会社名豊（支援業務委託者） ３名 

欠 席 者 西村部会員、森本部会員、上原部会員 

事 務 局 
子育て健康部 地域医療知浦課長、天野課長補佐、奥野主幹、森、香山 

福祉部 地域包括ケア推進課 秋永課長 

傍 聴 近畿大学奈良病院 患者支援センター 牧師長 

案 件 

(１)第２回在宅医療介護推進部会グループワークの報告 

・誰もが使いやすい「私のノート」のあり方について 

（２）入退院調整マニュアル調査報告について 

(3)令和７年度事業の活動報告について 

(4)令和８年度事業のスケジュール案について 

(5)グループワーク 

・APC普及イベント内容の検討について 

資 料 

【配布資料】 

・次第 

・令和７年度 在宅医療介護推進部会員 名簿 

・令和７年度 第３回在宅医療介護推進部会 座席表 

(資料１) 第２回在宅医療介護推進部会グループワーク 

・誰もが使いやすい「私のノート」のあり方について 

(資料２) 生駒市入退院調整状況調査結果報告書（概要説明） 

(資料３) 生駒市入退院調整状況調査結果報告書【運用８年後調査】 

(資料４) 令和７年度事業の活動報告について 

(資料５) 令和８年度事業のスケジュール案について 

(資料６) グループワークAPC普及イベント内容の検討について 

(参考資料１) ショッピングモールを活用したAPC普及啓発事業（案） 

(参考資料２) APC普及イベントイメージレイアウト写真 
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議事の経過 

発 言 者 発言内容 

 

事 務 局 
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事 務 局 

 

部 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

部 会 長 

 

開会 

ただ今から、令和７年度 第３回在宅医療介護推進部会を開会する。 

 

（配布資料確認） 

本日の部会は議事録作成のため、録音させていただくので、ご了承のほどお願いする。 

一般社団法人生駒市医師会 上原部会員、生駒市歯科医師会副会長 西村部会員、特

別養護老人ホーム梅寿荘 森本部会員から、欠席の連絡をいただいている。 

また、上野部会員が人事異動に伴い、今年度で部会員を退任されることとなった。本日は

後任の近畿大学奈良病院患者支援センター 牧師長にも傍聴として参加いただいている。 

さらに、会議運営補助業務を委託している株式会社名豊が出席している。 

では次第に基づき、この後の議事進行を萩原部会長にお願いする。 

 

１ 部会長挨拶 

本日の部会は案件が４件とグループワークである。前回部会のグループワーク同様に活

発なご意見を頂戴いただけるようよろしくお願いする。 

 

２ 案件 

 （１）第２回在宅医療介護推進部会グループワークの報告 

・誰もが使いやすい「私のノート」のあり方について 

 

 それでは、案件（１） 第２回在宅医療介護推進部会グループワークの報告・誰もが使いや

すい「私のノート」のあり方について、事務局から説明をお願いする。 

 

(資料１に基づき説明) 

 

本日のグループワークでも当内容が参考になると思う。ただ今の説明内容について、ご質

問等はあるか。 

＜意見なし＞ 

 

（２）入退院調整マニュアル調査報告について 

続いて、案件（２）入退院調整マニュアル調査報告について、事務局より説明をお願いす

る。 

 

(資料２、３に基づき説明) 

 

資料２のⅢ「退院の連絡時期」について、「直近の連絡タイミングは改善傾向にあるが、市

が目安とする１４日前には届いていない」とある。この「市が目安とする１４日」というのは、根
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部 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

A グループ 

 

拠はあるか。病院としてもハードルの高い情報かと思う。１４日前に情報共有は難しい。 

 

マニュアル策定時のスケジュールに沿って運用してきたが、当時の議論の経緯を改めて

確認する必要がある。運用開始から内容が据え置かれている一方で、コロナ禍を経て病診

連携は進展しており、入退院調整の実態も変化している。今後、運用のあり方を再度検討

し、来年度以降は部会での報告を通じて、より進展させていく。 

 

(３)令和７年度事業の活動報告について 

続いて、案件(３)令和７年度事業の活動報告について、事務局から説明をお願いする。 

 

（資料４に基づき説明） 

 

ただ今の説明内容について、ご質問等はあるか。 

 

＜意見なし＞ 

 

当報告は令和 8年度生駒市ネットワーク協議会にて報告する。 

 

(4)令和８年度事業のスケジュール案について 

続いて、案件（４）令和８年度事業のスケジュール案について、事務局から説明をお願い

する。 

 

（資料５に基づき説明） 

 

ただ今の説明内容について、ご質問等はあるか。 

 

＜意見なし＞ 

 

(5)グループワーク 

・APC普及イベント内容の検討について 

最後に案件(5)グループワーク「APC 普及イベント内容の検討」について、事務局から説

明をお願いする。 

 

(資料６、参考資料１及び２に基づき説明) 

 

順次グループワークの検討内容をグループごとに発表。 

 

まず「なぜイオンモール登美ヶ丘で実施するのか」という原点に立ち返り、普段行政と接点

のない層に ACP を周知するためには、単なる相談会ではなく強力な「イベント型」にする必
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要があると結論づけた。自由な発想から、病気を経験した芸能人や芸人を招いてのトークシ

ョー、文化祭のような趣味の展示募集や発表会など、目的がなくても思わず立ち止まってし

まうような目玉企画の必要性を主張した。また、アンケートへのシール貼りや風船・お茶の配

布といった親しみやすい工夫を凝らし、インフルエンザの予防接種を同時実施するなど、実

効性のあるフックも検討した。名称についても、行政らしさを排除した「ACP をお茶飲みな

がら一緒に話そう」といった、フランクで敷居の低いタイトルを提案する。 

 

イオンモールにおける顧客の滞在時間が 20分から 30分と短いデータに着目し、いかに

短時間で興味を持ってもらい、ブースまで誘導するかという実務的な戦略をまとめた。広報

面では、登録者約 2.5 万人の生駒市公式 LINE で数ヶ月前から定期的に情報を流すこと

や、広報誌への掲載を要望する。当日の運営については、買い物客を入り口からスペース

まで導くためののぼりの設置やチラシ配布、マスコットキャラクターたけまるくんの活用を提

案した。さらに、体操・介護・健康・投資信託など、多様な相談コーナーを回った後の「野菜詰

め放題」等といった豪華な参加特典を盛り込んだ。現場の職員が疲弊しないよう、延べ 30

名のスタッフを 1〜2時間の交代制で配置する具体的な運用案も示した。 

 

平日の昼間にモールを訪れる 40 代から 80 代の主婦層やシニア層に狙いを定め、彼ら

の生活動線に合わせたピンポイントな集客案を提示した。中央玄関やフードコートでの呼び

込みに加え、健康意識の高い人が集まる近隣のスポーツジムでの案内、歩き疲れた人への

休憩スペース提供といった具体的なアプローチが特徴である。また、骨密度や肌年齢チェッ

クなどの美容・健康測定を入り口にして、そこからいかに ACP へ繋げるかという点に工夫

を凝らした。エンディングゲームのブースに実施している職員を配置したり、プレイ動画を流

したりすることで、参加の心理的ハードルを下げる演出を提案した。最後に「あなたの大切

な人」や「生き様を決めませんか」といった、家族や自分の人生を意識させる情緒的なキャッ

チフレーズを用いることで、参加者が内容を家庭に持ち帰る仕組みを重視した。 

 

様々なコンテンツの例を挙げていただいた。検討いただいたコンテンツについてイベント

に取り入れていけるような形で来年度以降に進めていきたい。 

これにて案件（5）のグループワークを終了する。 

本日の案件は終了したが、他にご質問等あるか。 

 

今年度は座学の会議が中心であったが、来年度以降は会議室を飛び出し、市民に活動

を広く知ってもらうためのイベント開催などを検討していく。今年度部会員から出された多く

の意見を網羅的に拾い上げ、来年度は医療・介護連携や部会を進める方針である。 

また、エンディングノートに関しては、組織の改編に伴う文言削除や名称変更に合わせた

改訂作業を早急に行う。あわせて、入退院時における患者の心情や医師の視点といった、

まだ十分に把握できていない課題についても実態把握と検討を深めていく。 

今後の運営においては、急ぎ取り組むべき事項と、時間をかけて意見を聞くべき事項の

強弱をつけ、部会長・副部会長と相談しながらロードマップに沿った医療・介護連携を推進
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する。次回の部会は 5月 19日のネットワーク協議会を経て、6月から 7月頃に開催する

予定である。 

 

ただ今の説明内容について、ご質問等はあるか。 

 

＜意見なし＞ 

 

それでは、令和７年度第３回在宅医療介護推進部会を閉会する。 

 

閉会 

 


